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この 小 著は、 今 =、混迷の中に苦悶する、特に药き人々に献げられるものでぁる0 
「t ッ トラー」 「ナチ ス」 に 就いては •誰し も* 何等かの 知識を 冇つ てゐ る。 Sc 杏 も 多い。 
然し 乍ら •ナチ ス •ィデ ォロギ ーについては行の理論を妞じて取ぶょりも-砹も簡明疽敕に 
摑むためにはニ十五ヶ條の網領をはじめナチスの諸政策を儿髋的に知ることが必要だ。 

t ットラ ーの生活記錄は邸ちナチス史でぁり、ナチ,<の政策、綱領は共のィデォロギーの 
最 t 雎辯な 表現で ぁるから だ。 

と の 小 著に おいては •一九 三 三年 ヒットラー政權箪握までは、ヒットラーを主としつ、* 
ナチ ス の 發展 及び 政策を 寄き •その後に おいては ナチ スの 新ら たなる 政策と 重要 問題に 力 K 
を镫いた。これにょつて*最も端的にヒットラ一及びナチスの全貌に就いて理解される £. と 
と 思 ふ 0 

昭和 十二 年 五月 著者 
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ナチ ス 政策 綱領 • . ， 

千 德岩雄 

• 緖 論 

■1 鈎十字の旗印と共に、ナチスは今や世界の，地球の聚興の對象とな 0 てゐる。「 1: ット 
■^ラー离歲！」と叫ぶ嵐のやぅた歡呼の §? が、世界の隅々にまで料き渡る0「ナチス」の 
名は、 あたかも 現代 世界の 「英雄」 の 別名の 如くに、 地上を まさしく 席 指して 仕舞つ た 0 
1九三三 ¥ 總選擧に於けるヒットラーの勝利は、その後つトィッの政治上の.社#上の. 
文化 1^ のー切，2描カを ^ 握し*今0に於いてはィタリ|*ファシズムょり以上に「ヒットラ 
丨 •ファシズム」 獨我 N として •世界に その 額を 唱へ るに 至つ た。 
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しかも， 一九 三 一一 军に 1 S - ける ヒット ラーの 勝利は、 一九 一九 年 三月， ナチ ス I ドィッ國 
家 社舍主 菝勞樹 截 の 略 稱 I の結黛以來，わづ.かに十三ヶ年に過ぎないことである。この短 
日月にナチス獨裁政府を現出したことは*歷史的にも全く猗興に {3 ひすることだ。この奇蹌 
的と も稱す べき ナチ スの 君路は *い かにして 成功した ので あらぅ か。 

我々は、此の小著に *- いて、指導著ヒットラーに 0 き*また，ナチスの全貌について明ら 
かにすることは-充分を期し難いことであるが*然し、その意義、主張、その主耍な發展過 
程の 記錄 について は* 簡潔では あるが、 可能な 限り 正 額に 明示した い。 

また、 特記して 歷きたいことは*この書の主耍なる0的において、ナチスが今〇の勝利を 
嫌 得せる 點の职動カが、現代ドィッ靑年に據るものであることを知り、かつ、世界における 
あらゆる 政治 »爭*肚#述動が如何に责年の勘氣ある「カ」を必耍とするかを、强調したい 
といふことである。詷ひ換へれば*時代を動かすものが「靑年」であることを主張したいの 
である o ャンガー•ゼネエレエ l ション ^: そ，人類歷史の迆 M rc とつて缺ぐ可からざる Kt ttl 
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一 領網策 政 スチナ 一 



カたることを明欧に表示したいのである0我々は，ヒットラーの逞ましき氣魄の视に 8.'!= 代の 
「靑苹 」を發兑することが出來*ナチスの激しい政治 » 爭0中に、亦，時代の「责¥速」の 
精神を 觀 取し 得る ので ある。 

「未來を信ぜょ*我々は必ず勝利の榮冠を捶るのだー」といふナチスの精神 I ドィッ 阔家 
社會 主義 勞働珠 の 十戒 —— は、 か、 る國家 主義とは 全く 對瞄 的た 政治的 立場に あった かの レ 
丨 ユンの「未來は对 ¥ のものであるー」といふカ强い首葉と共に、それは屈伏を知らぬ「货 
年」 の 岡 志で あり* 燃 ゆる 希望 •栴 ぎな a - 意志で ある。 

敏活に！ 狼 犬の 如く 
强靱に ー革の 如く 
聚 1?.1 に！鋼鍅の如^ - 

ヒット ラ— の 「嵐の 分 保」と呼ばれる突瑢隊のこの见敢なスローガンは新しき時代の「货 
年」 の， 屈 ^ を 知らぬ 力 强き 合言葉な ので ある。 



この 「靑 年」 の 力なく して、 いか 尨る 時代の 岡 爭も 有り得な かつた。 若し •有る としても 
それは、勝利することのなか 0 た、敗北の鬪ひであ 0 た。過去の歷史がそのことを證允する 
我々 は* ヒット ラーの 勝利の 中に も •この 「靑 年」 の 力の 眞理を 指摘し •その 時代 的 意務 を 
ば、明確に認識したいと惟ふのである0只、この「靑苹」主雜が，正しい主詨，主張、 « 现 
と 正義の ために 行動す る 時に のみ、 我々 は その 秀れ たる 功® と眞 似をぱ認め、それを竹扱し 
たいので ある。 批判な き 誤れる 「青年」 の 運動は、 また > その茁反 對に •人類の 敵と もな？ 
からで ある。 正しい 「靑年 0 力」 こそ •如何なる 巨大な 敵と も閊ひ 得るー そして， そこに 
こそ * B Q 勝利は 約束され て fe るので ある。 

今*この«の本文に入る前に、ゥ 4 ンにおいて、何故にヒットラーの阈粹主義運動が|3利 
するに到つたかの理由を若干明らかにして 35- く必耍があると思ふので、、ナチスが出現するに 
到 0 たところの、ドィッの社#的政治的情勢に就いてー貢し*ヒットラーがー世の風雀1儿* 
一代の 英雄で あると いふ 俗說的 批判ょ 0 も • t ッ トラ— 勝利の 必然性を 糾明して おきたい。 




一 價_ 策 歎* チナ 一 



その 歴史的 •社 會的 意義の 深き を 認む るからで ある。 

ヒツ トラ— は， その 著 「我が g 卞」 の 中で 記して 居る やぅに、 彼は 靑年 S には、 美術家 
たることを志してゐた。この若き藝術家志望者が*いかなる理由にょつてドィツ民族の輝け 
る 指導者と なつた ので あらぅ か？ 我々 は •若き！® 術 家 t ツ トラ ー をして， 政治 鬪爭に 鼷り 
立てたドィツの社僉悄勢について考へてみなければならない 0 ) 

かの世界大戰は*それに參加した各國の情勢を1變せしめた0その最も顯著な變化をなし9 
たのが敗戰國ドィクであ 0 た0 

敗® W としての ドィツの 頭上に のし か、 つた ヤング 案 —— 賠 仿 法案 —— は*ドィツをして 
世 界列强 (0 奴隸的立場へと失 » せしめた。國際平和會議は*ドィツを全く去勢して^^つた 
その 一方 ユダヤ 民族の 新ら たな 勢力が 蠢 し， 蠢困稱 せる ドィツの 晷的實 補を ずら i 
しか 42 龙じき有栈とな 0 た。ヒツトラーは，ドィツにおける共產主義通觔を，ユダヤ民族の 
陰謀で あると 斷じた 0 



事實、ユダャ民族の陰謀ではないにしても*敗戰_ド4ッは*著しい勢カを有つ共產主義 
者の支配 -! : におかれてゐた時期もぁ 0 た0それは*今にも*ソグヱート'トィッ |: 實現せん 
とするが如き狀態とさへな 0 た。短期間であ 0 たにせよ*バィエルンにおけるソヴエート政 
府の 樹立は、 _家主義者達を恐怖せしむるに充分でぁつた01九1八年*ヵィゼルの退位後 
ドィッには共和制が行はれたが*然し尙、左翼*右翼の對立は激烈なものでぁ 0 た。 

_內的のか、る混»に對して、對外的にはヴエルサィユ條約がドィッを苦しめた。 

正 iT 內憂 外患の 狀態 に おかれた の だ。 

ドィッの民衆は疲弊困憊の眞只中におかれた。文字通りの國難でぁつた。斯くの如き_ 
tt , 一層 共産主義 對閩家 主義の 對 立を 激化せ しめた。 

そして •ヒット ラ— は-この 國粹主 義 •國家 主義 的 運動の 輝ける 指導者と して 現 はれた の 
でぁつた。時代的混迷期にぁ 0 たドィッ尺衆の前に*ヒットラーは猫子吼した I o 
「失は れたる •ト ィッの 國粹精 神を 奪還せ よ！ ユダャ 尺 族と 共産主義者の 陰謀より 脫 m せよ 
! 祖國ドィッを愛する精神の昂撝こそ*今=3のドィッ國民を光明へと導くでぁらぅ。 …… 
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iUlWlft スサ ナ — 



國家觀念の缺除*この棵本精神の忘却が、ドイツの歷史を屈辱の苡に害き換へたのだ …… 
われわれの狙國ドイツは*ブルジョァでもなく，プロレタリァでもなく，實にドイツ网民 
たることを欲する人々にょつてのみ紐織されなければならない …… o 
W の 旗印は， H 家杜會 主義者た る われわれの 網領を 象徴 化して ゐ る。 卽ち 、赤は われわれ 
の運勖の肚會的思想を、白は國家社會主義を、然して，ハーゲンク 0 イツ(«).こそは， 
r r y r のために 闘爭 すべき 任務を …… 」 

かくて •ハ ーゲン クロイツの 旗印が、 疲れ 混迷せ る ドイツ 民衆の 頭上に、 K 生を 約束す る 
救ひの神の如くにへんぼんと緬りはじめたのでぁる。 

第一 編 ドイツ 國 家社會 主義 勞働黨 小史 

A 「六 人俱樂 部」 から 「ナチ ス」 まで 

世界大戰後"ドイツは帝政の頭落と共に、共和制の成立を兑*ー方には！ブクネヒト等 



を 中心とする 共産主義 運動が 勢力を 占め • I 九 一九 年 春 •ァィス ナ及び トル ラー はべ ル リン 
政府に 對 し* ソヴ H — ト制實 施の 宣 首 する やぅな 狀瓶 であつ た 0 その 頃， ヒット ラー は 一 宅 
士と して、？ ブク ネヒト 等の 實播 下に ある ミュンヘンの 聯隊 補充 部隊に 編 人され て わたが 
W のソヴ エ 丨 ト制實 接の 宣言に 對し S 反對 の 意志 _ をした 爲 めに 共產黨 中央 S 會 から 
B まれ. 身邊 危機 S したりした 。その後、 ソヴ ヱ丨ト 政 描の 倒壤 となつ て、 禅び i ンへ 
ンは共和黨の支配下におかれることになつた0 

鍛冶 嗷の ァントン •ドレ ック スラァを指導者とするいわゆる「六人俱樂部」は、革命的風 
雲の 急で あつた 一九 一九 年の 泰 • * ュン ヘンに 紐 織され たので あつた。 メンバ 丨 は. す •へて 
S 粹 主義を 信奉す る 六 名の 勞働者 0 

この 「六 人 供樂 部」 の 主義 •主張に 共鳴した 1,ットラーが*第七人目の同志として加盟し 
た G は 同年 Q 秋 九月で あつた。 それと 同時 y 、 それは 「ドィッ 勞 俄 麻」 と改 W された。 

1兵卒に通ぎなかつたァドルフ*ヒットラ|が行き詰まれるドィッの前途 {: 背負ふべく 6 
初の 出發 であつ た。 
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— 領網 ¢6 政 スチナ — 



その 翌年 •一九二 o 生 —— の 二月 二十四日， t ユン ヘンに おいて 開催され た 第一 回 民衆 大 
舍 C . そ、 今日 ドィッの «對的獨栽者とな 0 た「ナチス」の生れた記念すべき大#であ 0 た。 

(然し ，£の記念すべき會合に出席したものは、僅かに百名ほどに過ぎなか 0 た〇) 

ナチ スの 有名なる 網 領 二十 五ヶ條 もこの 大會の 席上に おいて 發 表された ものである。 そし 
て*かの » —— ハーゲンクロィッの黨旗は、同年の复、創られたものであるが，これを社會 
的に正式に公表したのは、その翌ニ1年1月、1ユンへンにおける第1回黨大會において !1' 13 
<> 0 た。 

かくて ナチ ス - K ィ ッ國家 肚會主 雜勞働 黨 —— は • ヒットラーをその指導者として、こ 
£ に活潑なる運動を展两して行く 1 0 、 

B ナチ ス獨裁 完成に 至る 十三 ヶ年 

共産主義の 撲 W 。 



ユダャ人 排擊。 

一切の 非 ドイッ 的なる ものに 對 する 鬪爭 0 
グエル サイ ユ條約 の 破棄。 

ヒット ラーの 主要な 政治的 主張は これで ある。 そして、 彼は* それの 成功と 共に 「第三 帝 
HJ S 現の 夢を みる。 t ッ トラ— のい ふ 第三 帝® とは 何を 意味す るか？ それは —— 

第一 帝國 ナポレォンに よつ て 破壊され た ゲルマン 民族の 所謂 「神聖 ロ — マ 帝國」 

第二 帝國 それ 以後， 一九 一八 年 十一月 革命に よつ て、 共 命制國 となる までの ドイッ 帝國 
然して* ドイッが 共和 國 ぁな 0 たのは、ヴエルサイユ條約の盅首によるものであ 
るが 故に •彼 ヒット ラ ー は 打 條約を 頦强に否史し去らぅとするのである。 

第三 帝國こ れ C そ、 彼 ヒット ラ— の 理想 帝 ^ である 。卽 ち* 彼に よれば •ドイッ 民族の 
最後の •そして 永遠の 帝 國とい ふので ある。 

ナチ スは •ヒット ラ— のか、 る 政治 目的を 徹底的に 强硬な 手段で 實現 せんとした 0 H W の 
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爲 K は、 いかなる 非常手段を も 辭さないのである 0 「炫カに對しては暴カ |: 以 0 て應へょー」 
と ヒット ラ ー と 叫ぶ。 

特に そ 2問にあ 0 ても、ナチスと對立的に勢カを挪つてゐた共產琢に對するヒットラーの 
ra 审は •最も 激しい もので あつた。 また、 共茚 狨に 限らず* あらゆる 反對黨 に 對して も 猛烈 
な鬪卬を行つた。その反對に，反對黨がナチスに對する舣拉抗爭も强カであつた。ヒットラ 
丨はそ ぅした 反對 搽に對する防衞と鬪爭を：：：的として、所誚「嵐の分隊」と呼ばれる「突隊 
擊」 を 組織した ので あつた 0 

この 突 m 保は •共 產黨 s 集會 を 典 招したり， 反對 黨幽體 と 流血の 術 突を 惹起したり •激越 
一 なテロ的行勖をと 0 た。そぅした流血徘件の中でも，一九ニ三年艽月一:3の共產»指導にょ 
t る メ—デ ー示成行進に對して*ヒットラ|が突播隊の大分列式を行ひ*メ|デ|行迆を典擊 

ス 

_防害して、双方多數の死傷者を川した慘第は有名である。 

一九二 三年 十一月の ドィッ 革命 五 週 年 記念の 前日* ミュンヘン に おいて 反共 產主雜 市 W 大 
一 會が 開かれた が •その 席上、 ヒットラーは「ドィッ國民政府」樹立の宜言 «: 發した。これが 



( 16 ) 



t ット ラ— が 投獄され るに 至つ た 所謂 ナチ K の ミュンヘン ー潑と 呼ばれる ものである 0 
このために •ナチ ス の 本部は！ S B をぅ け、 その 機關 誌は ® 行 禁止を 命ぜられた。 

C の i ュン ヘン 一 S は 「ドィッ 8民政府」の宜言をする £ とにょ 0 て、ー時的成功をみた 
が 仲間 S 切り •變 節の ために 情勢 一變し •當 夜の、 突擊 味の示威行進は # 官除にょ 0 て破 
壙され •ハー ゲン ク 0 ィッの黨旗は犧牲者の血に染められた〇この時「六人俱樂部」時代の 
指堪者であ 0 た毅冶嫌のァント >' *ドレックスラァはじめ多くのナチス薄 ^ は捕へられ站 »! 
された。 

こ の 十一月 八日 「{ ュン ヘン 一 «」こ そ、 ナチ スの腌 史 にとつて記念すべき日であらぅ。 
t ッ トラ ー も， との 時 身を もつ て 逃れた が、 それょり 四日 後の 十一 0 遂に 逮 柿され た 0 t 
ットラ|の投獄にょ 0 て〔ナチスは殆ど溃滅したとい 0 てい、位の狀態となつて仕舞 0 た0 
( t ッ h ラ— の自俥 著書 「我が 聞爭」はこの事件の獄屮で齊かれたものである) 

一九二 四 年、 十二月 ヒッ トラ— は 五ヶ 年 齧 Q 刑を 約 ーヶ年 勤めた •、けで バィ ヱ ルン 政府 
の特赦にょ 0 て出獄した。出獄したヒットラ_は直に筑符匯て努カしヒ0 
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ヒット ラ— は あらゆる 機 會に おいて その ^ 粹主義 思想を 强 調した。 靑年 達に 熱烈な ァッ ビ 
丨ルを送 0 た"十人から百人，千人から萬人とナチ.スは菥以を增大し、また「嵐の分@も 
再組織され た。 だが* i ユン ヘン 一 ©の失敗に鉉み*ヒットラーはそれ以後「合法的」鬬爭 
の鋒裹を議會へと向けた。 

ヒット ラー の 趴獄後三年*1九ニ八年五：：：のドィッ總選舉において、ナチスは八〇九0〇 
0摸を1舉に興枵し、十ニの議席を占める £ とができた。これが*ナチスの議會鬪爭の第ー 
發で あっ た。 

こ の 僅か 十二の 議席し か 有たなかった ナチ スが •一九 三 〇 年の 總選舉 には 1 O 七 名の 代表 
I 者を 送 P 、 一九 三 ニ 年の 大統領 S 擧には ヒット ラ— も 出馬して to る。 その 決戦の 結果は* 

^ ヒンデンブルグ 一九、 三 六 七、 六 八 八 

ス 

^ ヒット ラー 二 一一、 四 一九、 六 〇 三 
«* 1:3 三、 七 〇 五、 八 八 九 

大統頃は遂にヒンデンブルダ將軍となつたが*それにしてもヒットラーの勢カは全く驚く 
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べき ものが ある 0 

そして •一九 三 三年 一月 三十日* シラィへ ル ^ 閣の 總酙職 後 •ヒット ラ ー內閣 が 饮琨 した 
それと 同 syss ^: を 解散し、. UT ラ— Si 次 Q やぅな 政治的®; 3^ g 聲 明を 行 ひ、 新 政府の 信 
認を S に 問 ふと 宣揚した。 S ち •農： SJ 救 W 、 失業 救 SI 1? 主と する 「四ヶ 年 計®」 が 
それで ある。 

また、 その 一方 級 選舉を 前にして , ヒッ トラ-政府は 共歲 に對 する 1 な攻 雄と 靈を 
强 行した。 それは 共產随 營 に 對す るの みで なく、 一切の 反 ヒット ラ— 政府 箱に 向つ て 苛藉な 
く 行 はれた。 11=： 七日 S 、 大統領 令を 發 して* 新 s •雜誌 Qljic 論！ si 撤 底 的麗 t 加へ 
そのために 共砟玆 A ょび 反對黨 系の 言論 機 關は •發行 禁止 谥分 が績 出した。 

興味ある問題として、佌界の視貶を集 <£ してゐる「べルリン國會議事 «: 放火事件」もこの 
ナチ KS 彈歷强 行 SE -に發 生した ので あつた 〇 ヒッ トラ— 政府の 公表す ると ころに ょれば 
和蘭の一共 |? 滅貝が85壤堂に火を放つたのだと ||1 ひ、それを導火線として、共鹿嫌匚對する 
大 © 整を 開始した o( このべ ル 9 ン國會 議事堂 放火祺 件に 對し て* 科學界 の亘人 ァィン スタ 
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— 諷 網 策 政 スチナ 一一 



ィン 博士 •物理 學の 世界的 植威ポ ール •ラン ジュパンを 名 券 總栽 とする ヒット ラ— •フ r シ 
ズム 播牲者 3 際 救援委 A # が 結成され、 放火 犯人を 共 鹿 搽 il であると いふ S は ナチ スの 构迆 
であつて、その « 犯人はナチス0身であり*この琪件を [1 ¥£ として左 ^ への米付冇の押邮 5: 
行 ひ •ナチ ス 獨裁の 目的を 遂行し やぅと 策謀した ものであると 猛烈な 抗議 邋勳を 格き 起した 
この 事件の® 生と 共に、 ナチ ス文哚隊は共商黛本部を您擊して鈇火を交へ双方多くの死傷 
者を 出した のみならず •共產 E 首領 テ— ルマン 以下 多くの 指 故 者が 投獄され、 その 機 關紙は 
發行不能となつた。かくて、三月五ロ總選舉の=1には、ナチスは事钙上、クーデターを行ひ 
こ の 物々 しい 戒嚴令 下に おいて 囤民 は投蕻 したので あつた 。その 結 架 

(政府 黨) (反政府 软) 

ナチ K 二八 八 名 社 # 民主 黨 ニ 九 名 
H 播 » 五一 一名 共產黨 八ー « 
人民黨 七 名 その他 九 四 名 
計 三 四 七 名 計 ニ 九 四 名 
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果然、 ナチ スは 勝利した 。また、 ブ b シャ rc A いても、 ヒットラー政府の勝利となつた。 
そして、 この勝利に、ょつて、ヒットラーはかつてドィッにおける如何なる大政治家もが « 現 
し得なかつた國家行政機能の中央集榷を掌握したのでぁる0これ以後、世扔的センセ -| ショ 
ン を惹起したユダャ人棑擊、所謂非ド>ッ的文化の破壤等々の思ひ切 0 た政策が ¥? 施された 
「ハィル •ヒット ラー 1」の呼び聲が全ドィッを嵐のやぅに吹 §- 搏く 0 た。ハーゲンクロィッ 
、の 旗を 先頭に、 ヒ汐 トラー は 彼の 「夢」 第三 帝國實 現の 途 へと —した。 

九月 十三 日 I ナチ スは遂にその希める段擀にまで到達したのであ 0 た。卽ちこの日の嫌 
遘舉において、ナチスは國會の全議席 |: 占有し* £ 、にヒットラー獨裁の完成を示したので 
ぁる。それは次のやぅな壓倒的な記錄にょつて實現した。 

【國 會釀貝 選 * 結果】 

投票 總數 四 ニ、 九 七 五、 00 九 
ナチ ス 投票 三 九、 六 一一 六、 六 四 七 
非 ナチ K 得票 無 
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領網策 政 スチナ 



無効投票 三、 三 四 八 * 一一 六 1 1 
【政府 信任 人民投票 結果】 

投票總 數 四 三、 四 三 九、 〇 四 六 
信任 资成投 四 0、 五八 八、 八 〇 四 
信任 反對 投票 一、 一 〇〇、 一八 一 
無効投票 七 五 0、 ◦六 一 

これの 結果が、 ナチ ス所»議貝六六〇名(三月選擧の時にはニ八八名〕となり、こ、に全 
く ナチ ス獨 栽が 實 現した わけで ある。 

ナチ ス結黨以來，僅かに十三ヶ年、まさに騖異的記錄である。 

〔附〕 ヒッ トラ ー 略 年表 

(一八 八 九 年 四月 二十日) バィエルンとォーストリァの國境近いブルゥナゥといふ町に一 
税 鼷 吏の 長觅 として 生れた。 
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(一九 0ニ年)その父死去す0ヒットラーもまた病氣の故をも 0 て、それまで學んでゐた 
リンッ 市の 實科學 校を 退學 。それなり 美術家た らんこと を 志す。 

(一九 0 五 年) その 母 も 亦 病死す。 美術家を 志せる 彼は、 ウィ ーンに 旅立ち •美術 舉抆の 
試 驗を 受け 失敗。 後、 工業 舉校に 入らん としたが •資格な き爲 め斷念 0 
爾後、 五ケ 年間の ヒット ラーの 生活は •努慟 と勉學 の 苦難に 滿ちた もので あつた 。そして 
こ の 間 - t ッ トラ— は ウィ ーンに おける 不安な 社會狀 態-不合理な 社# 制度に 對 して 漸く 社 
舍的意識を覺え、それは更に階級意識へと媒り立てられて行 0 た〇彼が-マルキシズムをー時此 
にして その 思想の 對象と した ことは it 目に 價ひ する こと だ 〇 こ れは 勿論* 彼が 常時 一 ^ It ® ( 
いてゐた仲間の勞慟者達から影響されたのであ 0 た〇然し乍ら、ヒットラーは肉ら街甴して 
»る如く*決して眞のマル4ストになり得ない許りかそぅした社會主義的文献を諕破して行 
けば行くほど反對に「本能的」な愛國的精神が彼を囚へたのだ 0 た0階級對立の觀念を报栾 
して、 民族的 H 粹主義 的觀念 へと ヒット ラー は强く 引きずられて 行つ た 0だが，そこには何 
等の 科學 的根據 もな く* また 理論 もなかつ た 0 



—價 網 策 政ス ♦ナ 



(一 九 0 九 年 —— 一 1 ¥) ヒットラーは史に社會問題への關心を高め、硏究へと沒頭した 
こぅした社會問題*政治問題に對する硏究の一方にはまた，彼が少¥の頃ょりの志であつた 
美術への希求も扮て去ることができず、彫刻家たるべき精進に努めてゐたのだ 0 た0 

(一九 一二 年) 彼は 自ら 呼 稱 する r JR に ドィツ 的 都 科」 である i ュンへ ンに來 たる や •彫 
刻案としての腕を本格的に磨きはじめた。それょりニ¥ ||11 の彼の生活は彼の生卵において缺 
も平穩 無事な 愉しい 1のであ 0 たと、彼はその著「我が鬪爭」の中でも述饿してゐる。 

(一九 一四 平) この年，勃發せる世界大戰參加の動兑令がヒットラ|を戰線へと这つた。 
彼は* 眞の •ト ィツ «民としての愛阕的精神に燃へて鈇をと0,聯合軍と閊 0 た。 

.(一九 一六 年) 秋 リスト 梆隊附であ 0 たヒツトラーはソンヌ戰役において茁傷し、べリッ 
ッ街戌 病院に 療養す。 

(一九 一七 年) 全快した ヒット ラ— は 再び ミュンヘン 補充 部隊に 編入， 戰線 に活 糂。 

(一九 一八 年 十一 =0 ィーゼル河畔の戰岡において棄ガスのために失明に濒するほどの汛態 
となり •バゥ ゼヮル ク銜戍 病院に 收咨 さる。 その ^. )] , N rt に 革命 起り* 帝政の 失 哦と m b.'f 
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に共和制が確立した0この事を病臥中に聞き知ったヒットラーは*四ヶ年間の戰爭の慘渦の 
代償が かくの 如き ものであ 0 たのかと*憤澂す0彼が爾後、政治家として起っぺく決心した 
動 «は實にこ の 時に あった。 

(同年十一月)全瘡したヒットラーはミユンへンに歸り*そこの聯隊袖充部隊に編入され 
たが • i ユン ヘンは その 時旣に かの 有名なる 共産主義者 リーブ クネヒト 等の 勢力下に あり • 
t ッ トラー は それに 對 して、 全く 不滿に 堪 へなかった 0 
( 1 九 一九 年 四月) i ユン ヘンに おいて* 共產主 義者 速は、 ソヴ H I ト共和 制の 實施を S 
苜した兵舍にあ 0 たヒットラーはこれに對し、猛烈なる反對意志表示をなし*ために彼に身 
邊危險となったが、間もなくソヴエート榷カの倒壊にょって共和黨治下となり、ヒットラー 
は 本命 審問 委 JI となる。 * 

(同 «»- 九月)「六人俱樂部」に加盟*同時に「ドィッ勞勸箱」と改稱された。これがヒット 
ラー の 政治的 逆 出の 第一歩で あった。 

(一九二 〇年 二月 二十四日) ，1ュンへンにおぃて「ドィッ勞働黨」主催の第一回民衆大钤 



一 策政價 •スチ ナ 一 



が 開かれ. 席上 「ドィッ 國家社 會主 義努働 黛」 (ナチ ス〕 と改稱 * ヒットラーその黛竹となる 
この時、ナチス網領ニ十五ヶ條を發表。 

(一九二 三年 十一月 八日) いわゆる ri ユンへ ン 1撥」として有名なこのロ*ヒットラー 
は 自ら ビス トルを 手に して 起ち 上つ た。 

(同年 同月 十一 日〕 i ュン ヘン 一 橙に夂 る 一時的 成功に ょつ て 「ドィッ 國民 政府」 樹立を 
謇 した ヒッ トラ-は •事 破る、 に 及んで 逃亡した が* S 日 •クゥ フ キングで 逮捕* 投 s 
さる 0 

(一九二 三年 十一月) - ュン ヘン 陸軍 學校 における 公判に おいて 禁鋇五 ヶ 年* の宜吿 を受 
け •ランプべ ル ダ 刑務所に 下獄す。 判決 言 渡さる。 彼の 著書 「我が 闘 爭」 はこの ミュンヘン 
一 撥の 獄中に あつた 時* 書かれた ものである。 . 

(一九二 四 年 十二月 二十 五日) クリスマスの日バィエルン政府の特赦にょつて釋放さる。 
( 一九二 八 年 五月) 總選舉 において ナチ ス は 十二 名の 議 议を獲得した。ヒットラーはこ\ 
に 「合法的」 「讓 會鬪爭 主義」 の 第一歩を 踏みし めた。 
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(一九 三 ニ 年 ) t ツ トラ ーは大 1 選舉に 出馬した が、 第一位 ヒン デン ブルダ . m 一一 位 t 
ツ トラ—* 第三 位 テ— ルマンで 敗る。 

(一九三三 年 一月 三十日) H ブルダ 大醤 ょり I を 任命され . 5 ト f 內要 
(同年 三月) ヒット fsf 解散し 1 事實 ト VI デ f (武力 S ) を 行 ひ. ドィッ 
(一九 三 三年 九；！：：) 總 1 SS てヒッ トラ— 大勝， ナチ ス獨裁 •こ； 完成す。 

第ニ編ナチス切理論と政策 
A ナチ スの 指導 理論 

ナチ ス精 神の 根本的 1 •それが 共産主義— と 決 & 的な 對 立を なして ゐる ところの 
ものでぁる。 新ら たな 社 — H 的と せる こと £ いては . g 粹 精神 めて 所 p 
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「第三 帝！ I 」 —— 前揚 「ナチ ス獨裁 完成に 至る 十三 ケ 年」 の 項參照 —— の 建設を 行 はんとす る 
ヒット ラーは •秸級 »爭を認めない。共產主義的見地に立 0 に對し、彼は各民族*各阈家 
の特殊性を强調する。この彼の思想は次のやぅな短い彼自身の言葉の中に表現されてゐる。 
「ブル ジ m アでもない0ブロ 1/ タリアでもない0實にドイッ人たることを希ふ人々にょ 0 て 
のみ •われわれの ドイッ 國家が 組織され なければ ならない ー J 

こ V に ドイッ 民族の ための 國粹主 義的 精神が 强 調され てゐる 。共產 主義者に 對 する 閊爭の 
宜言が ぁる。 また •ドイッ 民族で ない ユダヤ 民族に 對す る桷擊 的な 態度が 示されて ゐ る。 

X • X • 

世界 大 敗戰 H としての ドイッ H の 頭上に のし か 、つた里壓は*かのヤング陪償法案 
でぁつた0これをヒットラ_は*ドイッの奴隸的立場への失壓でぁり、それと同時に現象さ 
れた のが •平和主義 •國際 主義で ぁり •そして それは 次第に ドイッ 魂の 喪失と なり， 今 口の 
疲弊困憊にまで押しつめられて仕舞つたと論じてゐる。 

ドイッ 民族の •ドイッ 的 精神 •國粹 意識の 缺除は •ドイッ' の將來を暗游たる深濶にまで奶 
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人 れんと して ft る。 ユダャ 民族の 陰謀を 見ょ ー 共産主義者 Q 破壊的 眺 梁を 見ょ！ 然して 
ドィッの國際的地位に *- ける屈辱とは*ドィッの今後を全く苦難に滿たちものとしてゐる。 
とヒツ トラ— は說く o 

ドィッ 民族 <0 輝かしい獨立と自由の»得のためには，ドィッの國粹意識の下に團結するこ 
とが絕對に必要である。國粹精神こそドィッの將來に甦生を約束するところの唯1のカであ 
る。 あらゆる 國家の 歷史 において*. 國粹觀 念と 一致 團結的 精神を 有せざる ■网家 に 成功せ ると 
こ ろは ない。 また •民族の 歷史に おいても 同様で あると ヒット ラー は 指摘す る 0 

更に、 彼は その 思惟を 押 進めて いふ。 

1 ドィッににおけるこの國粹キ：義的ィデォロギィの缺除が，ドィッの歷史をして屈辱の 
歷史*奴隸の歷史に變じて仕舞つた。全ドィッ民族の阈粹意識の覺酲にょつて、ドィッ帝國 
の公敵と鬪へ！卽ち*共產主義者共に向 0 て。ユダャ人に對して0また* 

t ッ トラ— の 見解に 據れば •その 國粹 主義 運動 も •ドィッ 國に おける國家的*社#的特殊 
性 及び 客觀 的な 諸條 件に 基礎 づけら れてゐ ると いふので ある。 卽ちそ の 主要な 由 因と しては 
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— 傾 綱顰» ス ナナ — 



1九ニ九年における世界經濟の大恐慌が、世界各國中、最も疲弊せるドィッに與へた打»は 
全く 致命的な もので あつた。 四百 萬を 超過す る 失業者 •銀行 閉鎖、 甜 企業の 崩壤 —— 等々 ド 
ィッは喵液たる！に置かれた0か、る經濟恐慌にょる困亂は、更に、社會的，政治的困亂 
を生じて行つた。ブルジョァジィ自身の受けた打擊は甚大ではあつたが-尙かつ外阈ブルジ 
3 ァジィとの提携，策動等の手段にょつて、搾取階級としての地步を保ち得てゐた。このブ 
ル ジ ョァジィの繁榮のための犧牲とな 0 たのが勞働者.農民おょび一切の無產階級であ 0 た0 
かくの 如き 不合理なる 狀 態を 前にして 政 % 政治家 達は， 政 權 把握の 欲望に のみ 囚はれ て ゐた 
そこでナチスは次のやぅな意味の批判を行 0 てゐる0 

「ドィッにおける今日の社會的混迷は，ドィッ民族としての國粹意識の喪失にその淵源を埴 
き丨又ドィッの旣成諸政«の私利私欲に直接の原因を逍いてゐる。ドィッに與へられた1切 
の外交的恥辱と、ドィッにおける總ての經濟的恐慌とは，全くドィッ國粹意識を忘却して私 
欲にのみ狂奔せる旣成諸政箱2责任と謂はねばならぬ。然かも彼等には今日のドィッを苦難 
から 救 ひ 出す 何等の 力を 有たない •彼等は 餘りに 無力で ある。」 
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そして*ドイッのこの危機を救ひ得るところのものは*唯一つの國尜的政黨たる「ナチス」 
のみであると謂ふ。國家の秩序を譃るために忠實なる兵卒として起ち*«然として规律ある 
統制へ と 復興させる と 宜揚す る。 

また . , ナチ スは ••ト イッ H 家の 安寧秩序と ドイッ 的 文化の 擁 ■を 行 ひ、 一般 勤労者の 勞働 
カを尊 *: し、かの貪慾なる少數ユダヤ系財閥の資本集中主雜を排擊すろと主張するのである 
ナチスの指垛的砰論は、楫本的な原理としては、以上の如きも《であるが、それが、政治 
的狀 勢に 應じて 政策を 次々 に 變更 し發 K せしめて fc る。 「政治は 力 也」 とい ふ 貢 葉が ヒット 
ラーの *8 合にも適してゐることは，忾にヒットラーの迆む背後にはドイッの付苹迷が、隨行 
してゐるのを宥ても云へることである。ナチスの指導 11 淪のもつ内咨的な： >1! カょりも-それ 
を 生かして 使 ふる ヒット ラーの 、ナチ K 指導者 速の 「责年 」 的氣魄 が •ドイッの 熱血 的靑 ¥ 
達に 力 强くァ ッビ— ルす る 打で ある 0 

B ナチ スの 政策 綱領 
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ナチ ス の指净 砰淪について* '|(. に押論的な點のみを摘川してみるょ0も*审ろ端的簡明に 
その行はんとする政货と指绰的理論の极幹をぱ示檫してゐるナチスのニ十五ヶ條に瓦る網領 
について考察すること0方が遙かにナチスの精神乃屯その抱 & を明確に、かつ要を得て理解 
する ことができる と 恐 ふ。 

こ の ニ. 十五 ケ條に ://: る ナチ ス钠铀 は* 一九 :: 〇¥ ニ H ニ 卜 四 n 、 ミュンヘンに おける 第一 
冋尺 衆大會 (前 揭 ~ トィツ國{水 |1: 矜主義勞働搽小史」參照」において、それまで「ドィツ勞 

働 簾」 と稱 しそれ を 現在の ナチ ス —：ドィツ ^ 家社钤主满努働黨 と改稱すると同£にそ 

の席上においてナチス ^ 網領として天下にこれを發表し*ドィツ阈內おょびョォロツパのー 
_ 部諸國に大き&センセィションを喚起したところのものである。 

ナ 

ス ドィツ 國 家社會 主義 勞働黨 政策 綱領 

«« 我々 ノ 政策 綱領 ハ 次 ノ如ク デァ ル。 

第 一條 我々 ハ^ ^ « 挨ノ自主楠ニ基キ、全^^玫族ガ大^^下ニ結合センコトヲ嬰 



( 31 ) 



第二 條我々 ハ 他國 民- 1 對シ、 民 モ亦 同等 ナル 權利ヲ 要求シ • ベルサイユ 及ビ "？：T 
ゼルマ >1 兩平和 條約ノ 廢棄ヲ 要求 ス 

第三 條 我々 ハ ドイ^ ■國民 ノ生枰 ト過剩 住民 ノ移 住トノ タメ 一一 必要 ナル 領土 及ビ殖 民 地ノ占 
有ヲ 要求ス 

第 四條 公 ^ 權ノ 所有 ハ ドイツ 阈民 タリ 得 ル モ ノノ i トス。 而シ テ國民 タリ 得 ル モノ ハ 信敎 
ノ 如何 ヲ問ハ ズ ドイッ 民族 ノミ トス。 故-一 ドイツ也族 -1 非 ラ ザ ル ユダヤ 民族 ハ 公民 
權ヲ有 セ ズ 

笫五 條公鉍 補 ヲ有 セ ザル 者 ハ單- 1 滞在客 トシ テ^:^ ■國內 に 居住 シ得 ル.， 一過 ギズ 。從ツ テ 
外® 人 トシ テ、 特別法 律ノ 適用 ヲ受 クル 義務 アル モノ トス。 

第 六條國 民 ハ行 政 •立法 ノ決 議權 ハ阈 W ノ £之.テ有ス。故-1我々ハ總テノ公的事務ハソノ 
性質ノ如何ヲ問ハズ阈家及ビ聯邦市町村タル ヲ淪ゼ ズ ドイツ 國 S ユョツ テ 充任サ ル 
べキヲ 要求 ス 
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第七條 我々ハ闪家ガドィツ阈民ノ職業ト生活ヲ保證スぺキコトヲ耍求ス。 國民ガ 全 國民ノ 
生活 保證闲 難 ナル 場合 ハ* 他國民 -1 シテ 生計费 ヲ 必要 スル モノ ヲ國外 追放 ト ナスべ 
4 n ト 

第 八條^ TT M 3 民 ナラ ザル モノ ノ移住 ハ 今後 之ヲ禁 止ス 。何、 一九 一四 年 八月 二日 以後 二 
於 テ 移住 セル 非^ 族 二封 シテハ 阈 外 退去 ヲ要 求ス 
第 九條阈 W ハ 總テ问 等 ナル 權利 •魂 務ヲ权 スべキ モノ トス 
，第 十條國 民ノ第 •-ノ義務ハ身心ノ訓練ニァリ*故-ー各個人ノ行動ハ集團的生活-ー基準シ、 
全民衆 ノ 公益 ノタメ _1盡スヲ目的トス。社會的利益ニ反スルハ斷ジテ許咨セズ。此 
ノ 理由, 一 ヨリ 我々 ハ 次 ノ如キ 條項ヲ 要求 K 。 

0第十1條勤勞-ー依ラザル所得ヲ禁止シ、步合及び利子ノ奴隸ヲ廢棄ス*へヰコトヲ要求ス〇 
ft 第 十二 條戰爭 ハ國民 ノ財產 生命-一 莫大 ノ犧 牲ヲ拂 ハシム ル モノ ナル-一 拘ラズ 、戰爭 ニ ヨツ 
« M テ 個人的 ノ E 利ヲ得 ル ハ •國民 -ー對 スル 犯罪 ト認ム 。此ノ 故-一， 我々 ハ戰爭 ニ於ケ 
ル 一切 ノ利潤 ハ、 コレ ヲ沒 收スべ •キコ トヲ 要求 ス。 
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第 十三 條 我々 ハ從來 、行 ハレ タルト ラスト ノ國 有化ヲ 要求 ス 0 

第 十四 條大 企業- lm ル 利潤 ノ分® ヲ我 々ハ 要求 ス 0 

笫十 五條 我々 ハ 養老保険 ノ擴 張充實 ヲ耍求 ス。 

第 十六 條 z ? rj スム ハ中廣 級 ノ崩壤 ヲ以ッ テ 「自然 ノ 法則」 (必然〕 ナリ トス ル そ、 我 
我 ハ是レ ノ反對 -1、 健. K ナル 中產階 級ヲ 形成 セ シメ、 ソ レノ 維持 ヲ耍求 スル モノ ナ 
リ。我々ハ念速-1百货店ヲバ、小營業者-|對シテ低廉-1貸與センコトテ主張ス0我 
我 ハ國家 •聯邦 •.市町村 ノ物件 購入 二 對シテ ハ、 小營 業者 二 ソノ 優先 權 ヲ與フ べキ 
コト チ 要求 ス。 

第 十七 條我 々ハ 國 民主 義ヲ 基礎 トシ テ、 共同 ノ 利益 ヲ主呱 トス ル 土地 ノ無 償沒收 ，一 關スル 
土地 法ノ 制定、 地代 ノ飪止 •及び 不動 鹿ノ 投機的 資貨ノ 禁止 ヲ耍 求ス。 

第 十八 條我々 ハ 共同 ノ利益 ノ妨窖 -1 對シテ 徹底的 ナル 棑解 ヲ耍求 KO 大衆 ノ公益 ヲ破坺 ス 
ル 犯罪者 •奸商 •高利 貸- 1 對シテ ハ* 其 ノ 人® •宗 敎ノ 如何 ヲ問 ハズ桢 刑 ヲ以ッ テ 
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領辑策 政 スチナ 



第 卜九條 我々 ハ 唯物論 的 世界 統制-一 加擔 セル' 5^7 法ノ 改袖ヲ 要求 ス。 

第二 十條 有能-一 シテ動 勉ナ ル^ ^人_1髙度ノ敎養ヲ與へ、指導的地位-1向上セシムル爲 
- I 國民敎 W 制度 ノ枳本 的 改革 ヲ阊 ルベシ。 一切 ノ敎 育機關 テ 脫 則 トシ テ、 贲生活 ノ 
要求- 1 應ジ ，マ タ一: 家 觀念ノ 培養 ハ敎 育ノ 最初 二 爲 K ペシ。 我々 ハ * «ナル -]- 奶ノ 
敎育ハ 國 # ヲ以 テシ* 特-- 精神 敎育ノ 施行 ヲ耍 求. <0 
第二 十一 條國家 ハ $ 親 及ビ幼 5 : d ノ保通 ヲナシ •未 丁 ハキ 者 ノ努働 然止 、法 规ヲ以 テ體竹 場 ノ 
設 砬及ビスポーッヲ行フ義務ヲ制 51£ シ、健全ナル靑年敎宵ヲナス諸阁骱ニ對スル按 
助 ヲ行ヒ •以ッ テ阈 从ノ健阯ノ增大ヲ阖ルべシ。 

第二 十二 條 我々 ハ 職業的 軍隊 ヲ烧 Jk シ •國民 軍ノ创 設ナ耍 求 ス。 

访ニ 十三 條 我々 ハ 政治的 虛_ノマ-§ 及ビ其 レノ 新聞紙 f I 荷-一 對シテ 。 n 
ツ新 M 紙 ノ^ J ；： 二 關シ テ* 次ノ 條件ヲ 4 T& x o 

?〕ドィッ|訝新問紙ノ_料开及ビ其ノ協働荠ハ總テ"：：：^人タルコト -? 迆-<。 

( 口 ) ^^ ，^ 以外ノ新叫紙發むハ阔家ノ許讨ヲ受クべシ。 
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(ハ〕 非^^ 人 ニ シテ、 新聞 ト 財政 的 關係ヲ #シ、又ハ其ノ祺業-1對シ干 
涉スル コト ハ 法ヲ以 テ禁ズ 。进レ - 一 違反 スル 場合 ハ該 新聞紙 ノ發行 テ 禁止 シ、 

尙 •共 ノ關係 者 タル 非^^ 人 二對シ テ ハ* 卽時國 家 追放 ト ナスべ シ 
共同 ノ利 益ヲ害 スル 新聞紙 ハ 發行ヲ 禁止 ス 。我々 ハ 國家的 立場 ヨリ、 有 寄 ナル 藝術 
及ビ 文學ヲ 排擊シ * 且ッ 以上 ノ 主旨 ニ 反 スル 一切 ノ 出版物 及ビ觀 K 興行 物ノ禁 止ヲ 
要求 ス。 • 

第二 十四 條我々 ハ宗敎 ノ自由 ヲ主張 KO 但シ國 家 觀念 - I 惇ラズ 、又、^^ 民族 ノ逍 徳覜 30 
ニ反セザルヲ條件トス。 

我ガ黨 ハ 宗派 トハ 無關 係-- キリスト 敎 ヲ以ッ テ ソノ 立場 トス。 我々 ハ 的 唯 物 
. 主義 思想 ヲ排擊 KO 我々 ハ 公益 テ以ッ テ 第一義 トシ， 私益 ヲ 最後 トナ ス ニ非ラザレ 
バ國家 ノ 改善 ハ， 我ガ 國民ノ 永久 二期 シ難 キコ トナ リト 信ズ。 
第ニ十五條以上ノ各項ヲ實現スル爲メ-ー我々ハ强カナル中央權カ機關ノ確立*及び»家全 
肢 -1 對 スル 政治的 中央 機關 ノ絕對 權カヲ 要求 ス 。國家 二 依リ 制定 サレ タル 一 « 法律 




一* 綱策 政 スチナ 一 



ヲ各聯邦-ー適用スべク謓科ト、職龙附級ノ代表者付讁ノ確立ヲ耍求ス0 
我 ガ黨ハ 右 政策 網 領ノ實 践 ノ爲メ ニ ハ、 生命 ヲモ 惜マザ ル モノ トス。 

此處- 一宜 言ス。 

一九二 0 年 二月 ニ 十四日 

於 i ユ ンへン 

ドィッ2家社會主義勞働黨第ニ回全阈大會 

右に 換げた ナチ ス網領 の 中に ナチ スの東 要な 政策は 表明され てゐ るが •この 外に 一九 :-. 〇 
年に 致 表せる 農業 政策 綱領と 併せて、 次に その 要酤を 摘記して みると __ 

第 . 私有財産 制の 原則的 承認 (このことは網領第十ーおょび十三、十七各條を肘應すれ 
ば明甴 である 0 ) 

第二 •不勞 所得 QK 止 
第三、 失業 對策 
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第 四 •利子 奴 鉍制 S 緩 棠 

站 五、 獨占企 業の 阈 {永 所有 (_恥第十三條參照) 
第六，大規校企龙の利益分妃(同扔十2;條參照〕 

姑 七、 中小 商工 營業 者の 保 ^ ( M 访十六 條參照 ) 

笫 八， C 1 の 改革 (この 祺は 一九 三 ◦平發衣の農龙锏 ^ 九ヶ條において農ぬに關する改革 
琪项を 摩 示して ゐる が .* その 极 ^ 的なものとして :|: 地改革に就き次の找た耍求.功；^を 
その 第一 -'*. 條 に 揚げて ゐ る。 

1、外國人の土地所有怨 .||: 

ニ、 土地 相 按榷の 承認 

三， 土地 獨 r'f 及び 土地 投機の 想 止 

四、 中小農の保譏 

五、 土地 分割 おょび 土地 挖保權 設定の 钱止 

六、 荒蕪地、殊に來部大農地方における移住の獎® 
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一 mil 策 政 スチナ 一 



吏に，農民の 0. 濟的.文化的向上に鬮しては其の第四條において、租税 (?> 軤減*利子の引 
下げ*保類關稅の創設*農產物輸入統制*出荷組合の创設*農業勞慟荠 » 保譴*住宅5改# 
農村 寄宿 舍 •農業 專門昂 校 S 開設 等の 具！ g 的 諸 祺顼を 示して ft る。 

大 « *以上の諸政策に明示されてゐるが如く「經濟の目的が倘人をして最大の利潤を獲” 
せしめるのでなく、國民全跎の9?耍を充足せしめる」ものでぁる祺を现解できる。卽ちナチ 

スにぁつては經濟の訃进的な桄制とな給^:足とがその經濟政笕における笊耍な歸結でぁる。 

二 

C 復興 四ヶ 年計畫 

ナチ スはその結成以來，前揭の如き訊政策網領に從ひ，かつそれの强調に努めて來たがー 
九三三ハキニ=:ヒットラーを竹相とする所謂「聯立内閣」(「ナチス黨小史」參照)の紕聞と共 
に，矢繼ぎ¥に役興四ヶ年計書なるものを發表*大要次の如き聲明をなした。 

r 内治 外交 上の 衷 切りに ょつ て 我々 の 過去の 財寶が 破壊 3 れ •阈家 の 名 你と a 山と が 奪は 
れ •一切 2ものが失はれて以來*旣に十四年が經過した。その日以來，爲政片は《代ょ 



り幸輻を奪取し，國土は混亂と僧しみの舞塞になつて仕舞 0 た。(中略) 一九 一四 年 ド 
ィッ 國 民は 何等 利己心からで なく 狙國 の自 曲 と 存在と を 掩護 せんとの 念願から 戰 印に 參 
加した が •一九 一八 年 十一月 以来 我々 の 遭遇した 運命は、 國運の 衰退の みで あつた。 

その時以來：他の諸國においてもドィッに劣らざる危機の襲來をぅけてゐる。 

過去に 3&- いて尊重された榷カの均衡、國家間の聯蹄の必要 « 理解は*總ての經科的 

幸！ S と共に 失 はれて 仕舞つ. た。 (中略〕 

我が 阈の慘 たる 狀態は 就中 激甚を 極めて ft る。 失業と 飢 へに 苦しむ 數百 萬の 工業 ブロ 
レタリァートをはじめ、あらゆる部門に苴る中小企業家おょび手エ業家附級は沒落し 0 
、ある。これが、更に農民階級にまで及ぶ時、人類文化と文明とのニヶ年に苴を货诳な 
る遺產は網滅し、我が*トィッは恐慌すぺきヵタストロフに向ふことになるのだ。 

旣に我が國はこのヵタスト 0 フへと向 0 て&る。(中略) この •トィ ッ阈民 の 存立と ぞ 
の將來に對する最も憂ふぺき時，我々(ナチス)は*戰線に起てる場合の如く、 ^ 家救 
濟 の爲 に團 結と 至誠と を もつ て 戰ふぺ く かの 世界 大戰當 時の 老將軍 (註 ヒットラーに 



C 40 ) 




一: «騵«攻 スチナ 一 



組閣の 命を 降した 大統領 ヒンデンブルゲ將軍のこと)の招きに應じた。畏救すぺき大統 
領は此 2大な意雰 下に？ と is 手を 交した。？ si 心と I とに 誓約 
する。！ 一家の 眞の 指導者と して 國民 政府に 與 へられた 使命を ば 敢然と して 遂行す る こと 
を。 1_ 

£ の聲明につ 5? いて、第1に「ドィッ國民團結せょ」と叫んで云ふ。 

「 S K 政府は！！ 民 S 團結の 恢復を 以つて 最高の、 最初の 使命と し、 また 國民 力の 發揚の 
基礎を 3^する。(中略)政府はー切の階級を超越して阈民の團結を阖り、それょ0生 
れる 義務の 自覺を 促す。 我が 國の 偉大なる 過去に 對 する 尊敬と， 歷史 ある 傅統の 糖り と 
を靑年の敎育の基礎としたい0政府は*政治.思想おょび文化の破壊に對して翅强な |55! 
爭を 宣言す る。 ドィッは 永久に 無政府主義 的 共産主義の 手ょり 守られねば ならぬ。」 

そして，その第ニにおいて「四ヶ年計畫の骨子が何であるか」と說く* 

「國民 政府は 我が 國の 經濟 復興の 大事 龙を 次の 如き 叫 ヶ年詁 棗に ょつ て 解決 せんとす る。 
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1>阈 1'- の維抟と扶费とを：2的とする 12 民 </> 救胙。 

▽失 m に 對 す* 强制的 •總拈 的 干渉に よる 资 働 :^ の 救 ^ 。 

>十一月不命以來*十四年 |1|| にドィッのぬ尺は沒济に惹き込まれた0 
▽十四 苹 1111 に 失 龙群は 蝌大 された。 闷尺 政府は 錢 Q やぅな ^ 志と 不撓不屈の f ,? 神と を^: し 
て 次の 計 劃の 實現を 期す。 

▽四 ヶ年 間にドィッ農尺をその窺乏から救ひ、四ヶ年 !||] に失業をば撤底的に克脱^;ば & 
らない 。そして •この ことは 他の 一切の 經濟役 興の 前 拢 である 〇 阔代政府は此2捋济役 
興の 使命と 共に • 《 {水 および 地方 團體の 行政 並に 財政 的 改本の 衮行を期す。それ故に敁 
も確闹たる國家的聯蹄を要求す0然してこの釙迸2核心をなすものは 
勞働 義務 S 觀念 および 移住 政策で ある。 食 S 題 S 解 S •疾病 者* 老年 者救砟 S 社 
# 的 義務 遂行の 前提で ある。 行政 费の 節減， 1 S 促進，*; 支持、 個人の 機能の 發 
撢とを 期し、 且 o 我が 國货幣 制度を 維持し なければ ならない 0 」 

そして 最後に 「阈 際 的 平和を 要求」 して この 四ヶ年 計® の聲 明を 了つ てゐる 〇 卽ち 



«* 策 ft* チ， — ; 



「_民政府は外交政策手段によ 0 て*我が » 民の生活權掩護並に自由の恢復を期す。政 
府は ドイツを 混亂狀 態から 救 ひ •他 國との 提携を 圖り ，同時に 平等なる 價偫と 平等なる 
樓利 とを 主張す る。 政府は この 自由と 平等 榷と を具備した國民によつて* 18 > 界平和の椎 
持と 促進の 義務 達 行を 期して 》 る。 政府は、 ョォ U ツバ、 否 世界の 鎘祉 のために 盡さん 
とするの正當なる願望が、他 » に於いて理解3る、樣切望するものでぁる。(屮硌) 
政府は十四年間沒落に顧せる國民を救濟せんとする。政府は十四年間の害_惡を四ヶ年 |1|! 
にして一擦することを期してゐる。 

ドイツ 國 民よ ー我々 に 四ケ 年の 歲月 を與へ よ。 しかる 後に 我々 を 批判し 我々 を 裁斷 
せよ 0 

我々は元帥の命を忠實に遂行せんとしてゐる。全智全能の神よ！我々の任務をば神 
惠の下に置き成々の意志を守護し*我々の決意を |» 蝠し給ひ*それに依り我が國民の信 
望を 得せし めんこと を 希 ふ。 我々 は 覺 悟して ゐ る。 我々 が 身命を 賭して ドイツの 爲めに 
期ふことを。 
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D 一九 三 三年 以後の ナチ ス 

ヒツトラーの政檐牮提以來，ドィツは、世界大戰にょる « 際的屈辱からの解放と、白阙內 
に於ける危機からの脫出2爲めに植極的な努カを 0 ぐけつ、、今やソヴエートの阈際的進出 
發 展とは 對礁 的に** 世界の 視聽を 集注して fc る。 そして ナチ スの國 ft 的 •對 外的 政策は *最 
も 雄 辯に ナチ K •ィデ ォ B ギーを 表明して ゐ る。 今 •それら 諸政 策 •諸 網領 に 就いて 主なる 
ものを 揚げて みる。 

(ィ) 文化に 關 する 政策 

いかなる 國家と 雎 も，文化に就いて最も頭_を傷めるやぅである。高度 & 理想を抱く阈家 
であると すれば •特に 文化 政策は •重要な 阈策 となつ てく るので ある。 ナチ ス •ドィツの 文 
化 政策が •極めて 積極的な 方法に ょつ て 行 はれて 》るのは怿しむに足りないこ上だらぅ。そ 
して、 この ナチ ス 文化 政策の 中： 腦部 をな す ものは •かの ゲぺル ス 宜》 相で ある 0 
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一 スザナ — 



彼は。 一九 三 三年 九月 「國 文化 院 法令」 なる ものを 制定して， ナチ ス •ドィツの 文化は 强 
力な 統制を 附 興した 。その 中の 主要な 條 項を 左に 摘記す る。 

第一 條國民 啓蒙 宜傅 大臣 ハ 同将 管轄-一 鳐スル 各 職業-一 從事 スル 者ヲ 公法 上ノ團 M ニ 加入 
セ シメ •之ヲ 統一 スル 委任 ヲ受ケ 、又 之ガ權 能ヲ有 スル モノ トス。 

第二 條第 一條-一 準 據シテ 左 ノ會議 所ヲ 設定 ス 
. 1 、全國著作會議所 

2 、 全國 新聞 會議所 

3、 全 國ラデ ォ會議 所 

4 、 全國演劇會議所 

5、 全國音 樂會議 所 ♦ 

6 、 全國 美術 會議所 

第三 條 一九 三 三年 七月 十四 =:附法律ニ依リ設立セラレタル全國映蹵會議所モ亦之ヲ適用 

ス 
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第 五條 第一 一條 記載 ノ各圈 «8 ハ全國映寰# 0| 所ト仉-|阈立文化院ヲ形成スルモノトス0全 
E 文化 院ハ B 民 啓蒙 宣傳 大臣 ノ輅 ヲ受ヶ ベルリン ニ 本部 ヲ設组 ス。 

この 「网立文化院法令」にょ 0 て*ナチスの文化政策を端的に知ることができょぅ0 

(ロ) 勞 働に 關 する 政策 

t ツ トラー は •その 最初から 中小 商工業者の 生活 確立と 共に、 ^ «» 者の生活 $| |1 と* ^ ^ 
の 神聖を 說い た。 然し 乍ら •ナチ ス 以前に 於け る ドィツ 勞働 紐合は、その始んど全部が左翼 
の立場を採 0 てゐた爲めヒツトラーはその統制化に 0 いて苦しんできた0 
「ド ィブ 勞働 戦線 」に亂する法案が«施されたのも實‘にこの勞資協カの精神にょつて，ドィ 
ツを 共產 主義から 逃れさせる 爲めに 外なら ない。 卽ち •それは 勞 « 者の究全なるナチス化を 
强行 しやぅ とする ので ある 0 

1九三三年十ニ月「黨3家鉍一に關する法律」の定むるところにょ 0 てドィツ穷 <^ 戰線は 
ナチ スの 1 圈拥として取扱はれ’指導及び組織に躭いてもナチスの指墦に俟つといふことに 
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なつたが，このドィツ勞働砘線の本質と目的を適確に农现して》るのは，その热ー條及びニ 
條で ある。 卽ち 

第 一條^ F 勞働戰 線 ハ 並-一精 神 肉 g ノ勞慟 -ー從堪 K ル^^ノ 結合-一 シテ特 -1 舊勞働 
組合 •舊被 使用人 組合 及ビ舊 企業家 糾合 ノ所屬 M ハ總テ 之-一所 * シ* 各自 同等 ナ 
ル榷 利ヲ受 ク。^ F 勞働戰 線 所 w il ノ 身分 ハ聯業 上、 肚會上 •經濟 上 ソノ 他 テ 
地位 ノ如何 -1 ヨ リ異ル コトナシ。竹相ハ法律上認メラレタル諸阐妞ガ總テ穷働硪 
線-一 加盟 スべキ n トヲ 规定シ 得 ル モノ トス。 

第二 條^ T -55 F 働 戰線ハ 全^ 人 ノ眞ノ B 民 的 勤勞 協同 H ノ 形成 ヲ以テ ソノ 目的 トス 
ドィツ 勞働戰 線 ハ 各自 ヲシテ ソノ 精神力 並- 1 K 力- 一 應ジ テ國民 經濟 生活 ニ 於 
テ 各々 ソノ 所ヲ得 セ シメ 最高 ノ能 カヲ發 揮 セ シメ、 且、 國民協同«ノ爲メ最大ノ 
利益ヲ得セシムルコトヲ要ス。 

面して、このドィツ勞働戰線の指導は*ナチスの全國組嫌の指導官(臣 5- 50^131:153^08131& 
der NSDAP 丨丨 こ れは 一九 三 四 年 一 0月に改稱されたもの)にょつて行はれる。現在このド 



ィツ勞働戰線の所 £ 貞はニ百與を超へると謂はれて&る0そしてこれぞ、ナチスの精神た5 
「公益 《秋益に » 先す」の贲践である。ヒツトラーはこれを「ドィツの大黑«」レ，？んで> 

る 0 

然し 乍ら •ナチ K •ドィツに 於け る 一切の 勞働問 題に 解決の 鍵と して 臨んで ゐ る ものは 一 
九 三 四 年 一月 公布の 「國民的勞働規制の爲めの法#」であらぅ0この法律を基礎としてドィ 
ツ における勞働生活の將來が約束されてゐると謂はれてゐる0卽ち、 £ の屮に、ナチス穷偷 
生活を 支配す ると ころの 大きな 枳本的 思想が 顯 示されて ゐるの である。 

第一 餘經營 上 ニ於テハ金業者ハ經營ノ指鸪者トシテ被使 ||] 人並ユ勞慟者ハソノ從業 ^ ト 
シテ 、協同 シ 、以テ 經營ノ 目的 ノ促 迪 及 民族 ト g {永 トノ 共同 幅 祉 ノ爲メ ，ー勒 穷 ス 

ルモノトス 0 

第二 條 經營ノ 指導者 ハ從業 對シ 、此ノ 法律 ノ 規定 スル 經營 上ノ水 件 ノ總テ ヲ處现 ス 
指® 者 ハ從寶 ノ 福祉 ヲ 5 •ヘシ 從寶ハ 指導者-一 對シ S 葬？ 於 テ 確立 セ 
5 ルル 忠議ヲ 保持 ス ペシ 
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こ の 法文に 示されて ゐる如く、こ、でも「私益ょりも先づ公益を 1-. の « 神が波打 0 てゐる 
經營 者は 私 K を 肥す ことが 禁じられ ある。 被 使用者 •勞働 者には 责任 ある 協同 的勤勞 を 要求 
して ある 0 • 

ナチ スは また 経 濟上の 弱者に 對して 保護すべき こ とを 重要視す る。 一九 三 五 年 五月 制史の 
「家 內勞働 法〕 がその 一つの 表れで ある。 この 法規に おいては •先づ 第一に 家 內勞働 者の た 
めに*その生存の最少限度の條件を補障するを以つて3的としてゐる。然して，此 ( 7 ) 法律の 
實施 機關の 一つとして產業監督所があり、これは經營上の保餿と健康上の保 |1 とをその任務 
として ゐるで 悲 盘をも 0 て貧闽を ^ 内努働者を搾取する資本家に對しては「家内勞_法」は 
その 經營の 禁止を 命ずる ことができる。 

かくの 如く、 ナチ スは 企業者と 勤勞者 •資本家と 穷慟 者の 關係 «: 、 民族的 •國家 的輻耻 の 
立場から協同體としての密接な結合へと堞かぅとしてゐる。 

然しまた1方においては、國民に勞働の神架と悦びとを自覺せしめ、勞働に對して「愉し 
き 訓練」 を 與へ るた めに 滿十 八歲か ら滿 二十 五 歲に 及ぶ 靑年に 勞働 奉仕の 義務が 負は されて 
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ゐる 。 I •これを 規定す！ のは 「勞 働 奉仕 法」 で ぁる。 今 そ？ か—; 要た 條 —摘紀 
して 勞働 奉仕の 何物た るかを 知らぅ。 

第一條 5? 働奉仕ハドイツ國民-1對スル名春ァル奉仕ナリ0與女ノ如何ヲ問ハス ， KI イカ 
靑年 タルモ ノハ總 テ， 勞 働 奉仕 ヲ以テ ドイツ H 民-一 奉仕 K ル ノ 蕤 務ヲ 有！ <0 
勞 仕 ハ ドイツ 靑 年ヲ阈 家 社會 主義 ノ精 神-- 遵ヒ •民 埃 共存 拥、 勞働 •ー對 スル 
I ナル 見解* 殊 -1 肉 £ 勞 働-- 對 ス ル 正シ + 尊敬 ノ念 フ敎 f ナスべ キモ ノト 

ス 0 

第一 一條 ^ 働 奉仕 ハ內務 大臣 之ヲ監 « ス。 內務 大臣 ノ下ユ 於 テ勞働 指導 者 ハ穷 働 奉仕-一 對 
シ 命令權 ヲ 行使 ス 。勞働 指—， 勞働 奉仕 ノ 中央部 長 トス，， 勞働 指— ハ 紐， 
定メ 、勞 働ノ實 # テ 決定 シ 、養成 ト敎 育ヲ 指導 ス 
この 勞働 奉仕に 靑年 ナチ ス置 が參 加す る 場合には、 贅び共 支部の 爲 めに 活動を なすこ 
とを 得 ずと 規定され て—。 これは、 勞働 奉仕の 意阐 せる 11 に 妨げられぬ ためと 
思 はれる。 然して、 そ GIQI — は、 その 十 §£¥ 「勞働 奉仕— ハを 
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•働 奉仕 服務 懲戒 規定 ノ適 用ヲ 受ク」 と 明記され てゐる 通り、 嚴しい 罰則が 設られ て ある 〇 I 
九三六年度に於ける勞働奉仕義務者はニ十數离とされ*その構成は*中央指導部*穷働奉仕 
部勞働 奉仕 團、 努働 奉仕 班、 勞働 奉仕 分隊に 辟 分され てゐ る。 

以上、數種の勞働法律にょつてヒットラ|及びナチスの穷働策を窺ふことができるであら 

ぅ。 最近 1 九 三 七 年 五月 一日 ヒットラ|はォリムビッ.ク*スタ.チァムに於いて背平 

男女 十二 萬 人に 向つ て 「生砟 擴充强 化」 を 叫んだ。 

「ドィッ 國民は 他國 民とは 比較に ならぬ 國難に 10: 面し 0 、共同の0:擦と死活 1: 制する讯大な 
利害の ため 決然と 遇 進して 》るのだ。イィッ國民は自然ょり冷遇されゐるが*しかも必耍 
不可缺なものを獲得するためには猫額大の狹礙な地域に營々として努カしてゐる0资源の 
缺 -2 を克服するためには最大の努カ*最高の寄與を必耍とする0それには他閧と有無 «| 通 
ずる 外、 どし <國內の新發明を盛にしなければならない0ナチス經濟 (/) 鍵は生迮を增加 
する にある J 

この「ナチス經濟の鍵は生庙 ^: 增加するにある」といふところに、|切の勞働法制记の葚 
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我が あると？ 5 はねば ならぬ。 

(ハ) 民族に 關 する 政策 

K 挨問题 に おいて ナチ スは M も. 梅 端に 潔癖 性を 示して ゐ るが •就中* ユダヤ 人棑楫 は 有名 
な饵贲である。一九三五年九月七五ロ附公布の「ドイツ人の血統と名譽とを保訑するための 
法律は完全にユダヤ人を血液的にも迫放して仕舞 0 たといふぺきである0然かも*この法律 
には、異常に興奮した前書が附されてある。他の法文には餘り例のないことだけに今日のナ 
チス*ドイツが、如何にユダヤ人に對して憎惡を抱くかを知ることができる0卽ちその前 « 
及び法の一ニを摘記すれば 

ドイツ人 ノ血統 ノ純潔 性 ハ ドイツ 國 民ノ存 枝上ノ 前提 的條件 タ ル 事 ヲ撤底 的， 一 認識 シ且ツ 
ドイツ 國ヲ 永逮 - I 安泰 ナラ シメ ント スル 不屈 ノ 意志, I 感激 シ テ、 > フイ t スタ— クハ滿 場 一 
致ヲ以 テ次ノ 法律 ヲ議 決シ兹 ニ 之 ヲ 公布 ス 

第 一條 .ユダヤ人 トド イツ 人 又 ハ 同種 ノ 血統 iK ルド イツ 市民 トノ 結婚 ヲ禁ズ 
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第三 條 ユ\ ャ人ト ドイツ人 又 ハ 同種 ノ Jlil 統 ニ颶スル四十九歲以下ノ女子一:::^市 ^ テ家 
政 上ノ 目的 ヲ以 テ使餹 スル n トヲ 得ズ 

但しこの第三條はー九三六年から實施されてゐる窖でぁるが-これはユダヤ系女子にょつ 
て私生兒の出產すること 1: さへ嫌惡するためでぁ 0 て、我々の想像できぬ位「ドイツ人の虹 
統の純潔性」のために神經贫にな 0 てゐることがわかる。然し乍ら、戀愛には « 族姆家を趙 
挹する ものが ぁる。 ナチ スの意 阐 すると ころの ものが* どの 程度まで 成功を なす i > 0 これは 
與味 ぁる 問題 だ。 

E ナチ ス 外交 政策 

(イ) ヴエ サル イユ條 約廢棄 通告と 
ザ— ル 地方の ドイツ 復歸 

ナチ スハ その 供領 二十 五ケ 條 q 中に 於いて ヴヱル サイ ユ條 約からの 解放を 强 調して ゐ るが 
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一九 三 五 年 匕 TM - e # 単一 一遂 ii ヴェルサイユ 條 約® 棄通吿 とな？ 國 際聯娶 掩 かせた 
そして' こ q 年* 一方には 十 五ケ 年間 國際 置の 管理 下に ぁつた ザ— ル 地方を 人民投票に ょ 
つ て 後歸 せしめた 。それは 

ドイツ 復歸賛 成 四 七 六 •0 八 九 票 
フランス 合併 賛成 ニ •0 八 三 票 

現狀 維持 四 六 •六 一三 3 S . 

とい ふ 結果で •トイ ツ復歸 は jjg 倒的霉 を 示し 同 平 三月 一 際 聯盟 理事 合は 雳 T ルの ド 
イツ 復歸 1: 發表 する に 至つ た。 . 

(ロ j ライン ランド 占據 

ド' *>7今日の疲弊は*世界大戰における大敗と*その後に課せられた闲際的制栽の祺荷に 
M 因す る 故に •今 m の ドイツを 霣に强 固なら しめる ためには、 國際的 制裁の a ffi を 打破し、 
戰前のドイツの樓利を濩得することが急務であるとヒツトラ_は常に主張する0そしてナチ 
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ス外交政策を總てこれを迪前として行はれてゐる。然かもそのー 0 1 0 が汛實とな 0 て世界 
の 眼 %: 驚かせつ、 あるの だ。 

ラィン ランドは 大戰 後-非 武 裝地帶 とし. て 防備 兵數 の 制限が 加へ られて ゐたが •然し， 常 
に 制限を 超過す る 防備 兵 (しかも •い 0 でも 正規兵に 變り 得る) が 駐屯して •フランスとの 
朋に問題の種となつてゐたが*1九三六年三月*ドィッ兵は枝々ラィンランドに佼入これを 
占據して仕舞 0 た0そしてラィンランドを事實上の武裝地带とし、同時にヒットラーは 0 カ 
ル ノ條 約ノ廢 棄 を通吿 した。 而して * 同 ;-] 二十 九日 t ツ トラ— は-ロカルノ 條約 梭棄と ラィ 
ン 進出 問題に 就いて 民意を 問 ふべ く國 W 投欸を 行つ たが •その 結果は 有權开 四 五、 四 ◦八、 一 
九 一名の 中， 九 八 •五 ^ とい ふ ||^的投：蔡が 2> り*絕對數を以 0 賛意を表した。 

(ハ) ダン チ ツヒ獨 立 

次 S で、 ヒツ トラ— は、 ダン チツヒ をドィツょり引離して、東ブロシヤとの |!|| にポ|ラン 
ド • 3 リドァを設けたのは不自然棰まることである*ドィッはこの屈¥ょ0脫すべしと叫び 
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ダン チ ツヒ獨 立 問題は 重大視され て & たが •一九 三 六 年 六月 ドイツ 巡洋艦 ライブ チツヒ s 
ダンチツヒ入港と共に俄然表面化するに至つた。 

かく、 ドイツの 强 膝と いふょりも 赛 カ行 爲的進 出が •弱氣 の 世界國 を 族 撼せ しめつ、 ある 
事實は •一方 £い て— ツ國內 S 化 t 意味 る。 又、 現下の ドイツが に 向つ 
て 大戰前 2 ドイツ S 利を 要求して？ ない S 、 國家 S 膨 眼が 必然的に さ— ので あ 
らう。 そこに ナチ ス ドイツの 發 M が あると 謂へ ょう。 

結語 ヒツトラーと靑年に就いて 

われわれは 旣 に以上述べたところに依つて、ヒツトラーを盟主とするナチスの全貌を知つ 
たと 謂へ る？^ らう。： g 十字 Q 旗 Q 下に、 gg を 謎ら うとす る鐵 q やうな® 志は、 果して、 ョ 
ォ 口 ツバに 於け る ドイツの 地位を 確保せ しめる だら うか？ 

「護 社會 主義者と して、 我々 は その 旗印に 供領 I す。 赤は その 社 I を、 白は？ 
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社钤主義を、そして鈎十字はァァリァのための鬪爭の仟務を！」 

それは 逭 に 輝かしい 宜言で は ぁる。 

我々 は、 ヒット ラ ー自 身への 希 ^ と共に、 ヒットラー背後に於ける「靑¥」のカに希待を 
有つ。 若しも、 ドイッの 靑年逹 が 偉大な 民族の 意志を 忘却せ ず* また ヒット ラーの ょき 部分 
の 意 岡を 锻承 し、 その 缺點に 修 il -: を 加へ て 「前進」 するならば、 歷史 11 この 若き ドイッ 魂の 
功« *: 稱へるでぁらぅ。 

然し その 希望 も ドイッ 靑年の 意志に 俟た ねばならない。 

今日、ドイッには三再萬の團以を有するヒットラー靑¥團がある0ヒットラー靑¥围 |.1 ー 
九ニ六年にその淵源を挝き同三1年バルゥドル*フォン*シーラッハにょつて全ドイッ阈內 
の 靑年團 を ナチ スの T tc 統轄すべき 計 »に着手、同三年遂に信仰と階級を超趣せる全ドイッ 
靑年團 が 成立し *こ れが ヒット ラー 脔年團と總稱2れることにな 0 た。その糾織と指镡はパ 
ルゥドル.フォン*シ|ラッハに委ねら51、そ 1/) 構成は 
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(總稱 ) f ヒット ラ— 靑年團 十四 歲から 十八 歲迄 
ヒット ラ— 靑年團 - r イッ 少年 團十歲 から 十四 歲迄 

.ドイッ 女子 靑年團 十歲 から 二十 ー歲迄 

でぁ 0 て，將來のナチス，ドイソを背負つて立 0 ぺき靑年が訓練されて&るのだ0 
さらに、 この 靑年團 を 經過 した もの ▲中には 「嵐の 分隊」 や 「ヒットラー親衞陕」に掘入さ 
れる ものが 多い。 海 & たる 靑 年の 力が， ヒ了ラ _ Q 下 S 集して、 視國 ドイッを 苦 問から 
救 ひ 出さ 5 として ゐるの だ 0 

宵 年は 勝利す る —— この 明朗 紅 信念に 據る相 言葉と ハ— ゲン クロイッ ッの 旗印の 行進を 思 
ふ 時、 强い昂 衮 が 湧く。 

「某 色の 8 のために Q を 開けろ 1」 と 「鼠 Q 分 除」 は 叫ぶ。 だが •そ Q 意味が 「管と 王 
義のために道を拓けー とい ふこと に 通じる ことが 必耍だ 0 
今日の世界を脅やかすが如くに立つ、ヒットラー、ムッソリーニ、その存在と勖向は.我 
我に深い興味を觉えさせる。 
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最後に ー 匕ツ - U ラ-及び ナチ K G ために、 そして、 ドィツ 3 果敢な 靑年 S ために、 ハ— 
ダンク |] ィツの輝かしい健两を祈らぅ。(了) 
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